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マイルド・リアルスラロームのRAY
ハイポテンシャル・フリーライドのHAWK
　発表されたFANATICの2010モデルの中で、注目モ
デルはRAYとHAWKだろう。なぜならこれらは、スラ
ロームボードの名艇である"09 FALCON"を元にして作
られ、そのFALCONの魅力的なポテンシャルやエッセ
ンスを、幅広いセイラーに味わってもらえるように開発
されたボードだからだ。
　RAYは09FALCONとほぼ同じシェイプを持つ。、ただ、
一般の腕自慢の人たちでも乗りこなせるように、ボトム
のコンケーブを浅くするなど、マイルドにするための変
更を行っている。つまりRAYはレーサーのようなエリ
ート向きではなく、一般の上級者向きのスラロームボー
ドということだ。
　もう一つのHAWKは、根幹にFALCONの持つスピー
ド性能を残しつつ、それをさらにマイルドに乗りやすく
したフリーライドボード。たとえば、加速は爆発的では
ないにしても、多くの人が満足する高いアベレージスピ
－ドを出すことができるスピード特性や、普通の人にと
っても重要なスムーズなターン性能を併せ持つ。
　こうして09FALCONを中心にして、RAY、HAWKの
３モデルを比べてみると、性能の特徴やユーザーターゲ
ットにおいて、きれいなグラデーションのように、実に
見事な仕分けが行われている。だから、どんな人にも自
分にふさわしいプレーニングボードを見つけられるのは
嬉しい限りだ。
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高性能09FALCONのポテンシャルがフリーライドボードに

コング鈴木がさっそくこのモデルを
試乗チェック！

　果たして、実際に乗ってみても、その謳い文句を感
じることができるのだろうか？　３つのモデルの性能
を熟知したコング鈴木がそれを早速チェックした。
　まず2010のRAY125を本栖湖にてテスト。ここはほ
とんどの方が知っている通りのスーパーフラット海面。
今回はRAMF9の7.8を乗せてのテストとなった。
　昨年モデルと比べて大きく変わったのは、ライトフ
ィニッシュバージョンとなったことより、総重量がと
ても軽くなったこと。アウトラインやロッカーライン
は09年モデルのFALCONを彷彿させるとてもよく似た
デザインとなっている。唯一09ファルコンと大きく違
う部分はボトムのコンケーブがディープではないとい
うことである。
　実際に乗ってみると、軽量化されたこともあり、とて
もスムーズでオートマチックな感じでリフトアップを
していくので、FALCONに近い加速感が味わえる。また、
常に安定したノーズポジションをキープしやすいため、
直進安定感が抜群に良く感じる。
　また、FALCONのような強力なトルクが発生しない
ため、足元にストレスを感じることなくプレーニング
を続けられ、長時間プレーニングをしても疲れること
なく走り続けられることは大きな魅力で、走りに関し
ては、一般の方でも高いスピード性能を楽に味わえる

ようになっている。
　また、直進安定性を持たせるとどうしても不足しが
ちなカービング性能だが、2010RAYは操作性もとても
よく、ラフ、ベアなどのアップダウンのポジショニン
グ移動の反応もスムーズで、レイルコントロールも楽
だ。そのため、ジャイブもとてもイージーにコントロ
ールが可能だ。
　一般の人ならばレースで使用してもコントロールし
切れるので、かえって良い成績を残すことができるか
もしれない。もちろんファンライドやロングクルージ
ングと多目的使用しても満足できるボードとなってい
るため、バリバリのレーサーから初中級者のプレーニ
ングボードとしても適して入りと言えるだろう。
　一方のHAWKは、もともとフリーライドボードとい
うこともあって、FALCONやRAYに比べると地味に思
われがちなモデルだが、今年のHAWKはとても素晴ら
しい出来上がりになっていると言えるだろう。乗った
のはHAWK123、RAY同様に同様にライトフィニッシ
ュバージョンになっているため、とても軽い仕上がり
で、この軽さが、走りの性能全てに好影響を与えている。
　何といってもHAWKのいいところは抜群の操作性だ。
あらゆる海面でストレスなく走ることができ、スピー
ドのアップダウン、ジャイブコントロールなど、どれ
をとっても、これほどイージーに操作できるボードは
他にないと言っていいほどの走りを見せる。特にバラ
ンスが前後左右ともに安定しているため、微風時での
タックやジャイブもとても安定して行うことができる
のもうれしい。
　さらにライトフィニッシュになったことでプレーニ
ングスピードも前年モデルよりもワンランク上の走り
ができる。FALCONのスピード性能を感じることも可
能なほどだ。
　そして、このHAWKでとくに体感してもらいたいの
は、スーパーイージーなレイルコントロールです。と
くに荒れた海面のほうが威力を発揮し、バンプ＆ジャ
ンプ用のボードとしても侮れないコントロール性能だ。
もちろん、ここ本栖湖のような平水面でも、スーパー
イージーなレイルコントロールを実感することができ
る。とくにトップスピードからのレイルコントロールが
とてもイージーに行えるので、最高のレイルターンを
実現する最強のカービングボードと言えるだろう。是
非自在に操ることのできるドライブの利いたレイルタ
ーンは体感する価値大だ。
　まさに普通のセイラーのために申し分のないポテン
シャルと性能バランスを持った逸品だと、自信を持っ
ておススメできるボードだ。

LTD※工法 ACS/LF＝Aramid Carbon Sandwich 
Light Finish
WS/LF＝Wood Sandwich Light Finish

LTD /WS 100 120 135
全長(cm) 245 249 249
最大幅(cm) 62 68 73
ボリューム（ℓ） 100 120 135
重量(kg) 6.0/7.0 6.4/7.5 6.9/8.0
適応セイル 5.0-8.0 5.5-8.5 6.0-9.0
フィン G10 Fin 34 G10 Fin 39 G10 Fin 46
フィンボックス POWER

PHOTOS : JOHN CARTER / PWA

RAY LTD 95 110 125 140
全長(cm) 245 245 245 245
最大幅(cm) 59 65 70 77
ボリューム（ℓ） 95 110 125 140
重量(kg) 5.8 6.1 6.7 7.3
適応セイル 5.5-8.0 6.0-8.5 6.5-9.0 6.5-9.5

フィン G10Fin 
34

G10Fin 
37

G10Fin 
43

G10Fin 
49

フィンボックス TUTTLE Deep 
TUTTLE

※工法ACS/LF＝Aramid Carbon Kevlar
 Sandwich Light Finish

HAWK LTD/WS


